
地域で生活する印書  川  18  医療安全■  杉下 知子  在宅陣書児・看が、他職で生涯を通じて  本研潔からはいくつかの日揮支櫻■往  知的膚書有のグループホームで賽施し  在宅知的陣讐児と書腰へのプログラム  適所社会傷♯施設を利用している精神  ■  0  0  8  7  □  0  0  之   
児・書の白樺生活を支    医正技術  白樺して青族と生活することを可能する  プログラムが得られたが、ここでは、その  た短期滞在型■穫支捜プログラムに闇  について．研究フィールドが位正していた  陣書看に対して、地壕で語れするt糧   
捜すも■捜プログラム    評価総合  ライフサイクルを通じての総合的な支捜  中心となる短期滞在型■檀支檀プロケ  するフィールドノート（■檀記録）の分析  よ檀市の陣雷擢壮快より、陣青光の「日  師、すなわち訪問■tI師や保せ師によ   

の開発一居住型モデ  研究  のための白樺支攫■暮暮プログラムを開  ラムについて述べる。このプログラムは、  を環在進行中であり、その相集から居住  中一時支援事業Jの位tづけで●甘の  る遇一回稜鷹の健♯相談が、せらの糟   
ルの開発・実践－  発することを目的とした。今回提示した  今回の研究実践の斗となったグループ  聖白樺支攫■護プログラムの立集■菓践  打診を受けた。支檀への支払い金軋ま  禅的、身体的儀欄の増進に有効である  

t覆支檀プログラムは対■書の間層解  ホームからその継続を求められている。  に関するガイドラインの開発を日精す予  既存の支攫機関と同報が提示されてい  ことを示した。また、芯ボ・過疎化が遭  
決に丁離するものであり、わが四にはほ  これは、■雄t書の活動による衛生状  定である。   た．事画するか青かについては、リスク  み、サービス暮も少ない地域における匿  
とんど存在しない、陣書児・書への居住  態の改書・疾ホ発1と医療書開の受診  マネージメントの檎肘が1事欄欄の1つ  ■依存度が書い陣亨児■看に対して断  
型白樺支援■すプログラムの書効性を  支櫻による健鷹状態の回復などの成よ  であるため、蓼酢条件など、現在、行政  間■捜師による外出支捜プログラムが  
示す成臭が得られた。本研餞の成1  が得られ、その成果がグループホーム  と実施著の双方の立場から¶向きに機  書効であることを示した。これらの結集  
ま、わが四で在宅陣書児・書への■捜  t専有や書■（■穫■・橿祉れ）に艶めら  肘をしているが、この依雉lま、知的陣書  ま、上記プログラムのヰ後の施策化へ  
暮による自陣支攫プログラムを集ょさせ  書や書族のニーズを濃たす1つの■憮  
る時のシーズ（モデル）となりうるものであ  支檀として、サ国策施したプログラムが  
リ、攣術的・社会的モーは書い。   行政醜聞の紘知を縛られた緒tと考え  

ふ   
外乗主事疾患診断lこ  0    2  0  4    0  0  0   

おける各問診覆弓の  医★技術  雷出することにより、無駄のない正珍事  
榛作惰性に関する研  騨価総合  の古いホ匿聴取法を確立できる。また、  
究   研究   携帯端末やコンピューターなどの医師を  

介さないインターフェイスでも、t小限の  
r間で一定以上の正鯵率が期待でき  
る。   勤で増書の3境目が独立した必辛かつ  

十分な間鯵1日であることが判明した。  
この二つの疾息は、めまい、Ⅷ偶のtも  
頻度の轟い疾患のひとつであるため、ま  
すこれら8つの間診を行い、このこつの  
疾患か書かを判定することによって、効  
串の良い鯵膚が可能になる，  

讐・宇族（ヰ  現在までに、保健医療情報の絆価墓場  1〉t看・手旗（孤民）が求める情報を迅  平成柑年3月2一日、和光市においてl知  0  0  6  0  ロ  0  0  ○  0   
良質な保健医療什疇  医正枝柄  患曹／ま雄のための  q  18  医♯安全・  織方 裕光  本研究では、点者／手旗（E覆51■看）  本研究の精霊に暮づき．恩                                 のための身近で慣嬢性の高い保健匿濠  畏）が求める情牡を迅遭に鶉近で活用で  や竹輪選択のチェックリストなどを作成し  速に身近で活用できる．すなわち醜女や  恥t理の観点から見た保犠匿環情報シ   
の騨価・統合・績供方  評価総合  情義のあり方について檎肘し、そのよう  きるシステムを構築することにより、臨床  た。一般の医療j蠣千書向けの鴨曹図暮  安全に関する¶報を日≠的に活用する  ステムのあり方」をテーマとしてフランス   
法に関する研暮研究  研究  な¶報∬となりうるシステムのれ藁ととも  こおいても鳥書のインフォームドコンセン  館の設狂主導や保健医療情鞘システム  ことにより．書息串や★書発生率が催下  ルーアン大事との共同ワークショップを  

＝、そのための指針を示すことを目的と  トを樽やすくなる。また、保健医療従事書  構築の指針などについては環在横側中  する、ヱ）■民1人1人の日井を支える什  開催した。  
した。その総黒、全体として、慣輝性の  稚暮盤の形成により．様々に起こる行政  
書い保健匿療慣嶋∬の構築のために必  騨欄への理解．協力が得られやすくな  
事な牒糧抽出を行うことができた。本研  る、などの勤兼が期挿される。3）1騨な  
究絶景に暮づき、平静的な保瞳匿薇欄  どによる社会的な混乱を沈少させる、ヰ）  

■システム（フランス専）との協力につい  他の分野の竹輪∬との連携により．様々  
て檎村中である。   な状況（自然災書．感染症．食中書な  

ど）への対応の傭えができる、などの効  
臭が期待される。   

UMJSと■所する日  1ら  18  医療安全・  関原 成允  米印取立匿攣図雷館（N■tion事＝」br即γ  本研究班の活動とUMLSフロジェクトに  本研究班で提示した軍事用惜シソーラス  近年の匿攣分野における用惰などの孤  部分的な庇霊ではあるものの、日本桔  0  0  0  0  4  2  0  0  2   
本托匿攣用惜シソーラ    医療技柄  ofModicino－－NLM）の推進する■静  ついてのt及啓■を目指し、W●bを通じ  聞無の方法論などは8本臣半金の医肇  静的標準化プロジェクトとして、8本から  臣事用特によるPubm●d捜索システムは   

スの兼用憎に閲する  評価総合  的共同研究プロジェクトであるUMJS聞  たUMLS遼寧用措の榛東並びに日本精  用情t理委■会でも採用され、間辞典  横様的に●加して日本語医学用惰をそ  日経で紹介されアクセスもあった。また、   

I平膚研究  研究  尭プロジェクトに巳本を代恭して●画した  医事用措からのPubm山積膚システムを  の美和事一版のための改打作♯でも活  の成異に加えることの出来ているもの  研究威儀の紹介を含めたシンポジウム  
ことの書義は大きく、現実に現段階で3  公開し、鴎床医や匿筆凪暮館■を含む  用された。   ま、ModDRA／」に次いでUMLSが2事白  などもホ合ユ回開催し、それぞれ数十名  
万幅以上の日本晴匿攣用帽曇録を実現  広い利用著¶への周知を図り、固以上  である。サ後もWHO闇1のプロジェクト  から100名程度の参加を得て、活舞な  
した。英枯、ドイツ謄、フランス括、ロシア  書でも、わが四の積極的蓼圃は期樗が  
情、スペイン情、などと共にUMしSのメタ  ホまっている。   は、米印からのプレゼンテーターを迎え  
シソーラスには日本措も書手れているこ  て雫施した。WobJら、らの研究プロジェクト  

とになった。   と成集公開は現在も続いている。   

匿膚の井の向上、効  16  柑  医療安全・  田中†■  先進的インターネット技術について、匿  本研餞においては、インターネット技術を  本研究においては、書体的なガイドライ  不研究においては、拝外圃におけるt  9    30  8  12  5  2  〇  2   

事化のれの先進的汀  医膚技術  療に対する応用の側面からとらえたユ  用いた先遭的なt千カルテシステムに  ンの開発は行っていない。   子的匿ホ什嶋交換の暮及及び椎遭に闇   
技術に蘭する研究  評価総合  ニークな研究である。インターネット技術  して臍壬研究を行った。その緒景、譜外  

研究  を医療に応用するにあたっては医攫従  正においては、政府の強力なリーダー  
事肴の立場からの騨価が必漬である。し  シップのもとにt手的医療什嶋交換の  
かし、インターネット技術に和通した匿薇  穐遭が行われていることが判明した。本  
従事書が大たに少ないため、いままで正  研究の緒集をふヂえて、我が国において  
石lな騨価を行うことが臣粍であった。本  も、t千的匿療情報交換のt及および  
研究においては、インターネット技術に  推進を行うべきとの示唆が得られた。   
精通した匿ホ従■暑が儀加しており、イ  
ンターネット技術の医療応用についての  
正確な評価が可能となった．   

8Z  
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ユビキクスコンビュー  16  18  医療安全・  田村 俊世  小t力無はを利用した緊急時に、特別  これまでの遭隅匿■に比較して、よ価な  ガイドラインの作成はなし  シンポジウム ユビキクス健サー瑠2008  3  4  5  3  さ  10  0  0  ■   

ティンケシステムを用  医撫技術  な技術的サ★を持たない対象者がどこ  システムが構築できた．今までの心t  （Ubiqu如ushodkhcar02008）をS00ul   

いたへき地医療体制  評価総合  でもだれでも簡■に股tできるシステム  図、血圧などの臨床檎董項目のデータ  で開催されたworldCon■r8552006で   

の充蔓に関する研究  研究  を構築した＝緊急時、あるいは遺横町＝  行った。   
安心、安全を主眼として8≠生活活勤の  
把橿や見守りを¶■で■価なシステムで  
実現させた．在宅にセンサを♯着すること  

と対t看に小型の淵定機器を装暮して、  
王内外の健兼用報を医ホ従事者が富ん  
だ時、場所で把橿できる．   

「根拠に基づく診オガ  16  山  医療安全・  中山 囁夫  鯵簾ガイドライン作成有の聞心は「作成」  胞卒中、大朋書頚飾・範子部t折、息  各I■疾患の診療ガイドラインとそれに  厚生生労働書の遭める「斬医師臣l床  2004年鷹2回（l夢覆ガイドライン作成にお  u  5  30  3  2  2  0  ■  12   
イドライン」の適切な作    医療技儒  の段隋に主として向けられているが、現  性＃炎の鯵療ガイドライン作成グループ  暮づく恩讐向け情稚を作成するための  研♯制度における指導ガイドライン」にも  ナる鳥書鬱加二その牒叫と可能性、零）   

成・利用・書及に向け  評価総合  状杷1（臨床研究によるエビデンスと現  の中心となった臨床宇を協力を得て、そ  暮盤曇傭を逢めた。その成果は各竿会  鯵薇ガイドラインの適切な活用法として  2005年度3回（科筆技術と愉理ワーク   
た基盤♯傭に関する  壌での臨床行為のギャップ：【vidon¢○－  れぞれの疾患についてエビデンスに壬  （神経、糧形外科∴l化♯、耳■咽職  反映された。   ショップ＝事例によって竿ぷ臨床R験－   
研究             研究：鳥書・旺膚il■  pr8CtiGOg叩）、作成∴弔l用、書及∴押価、  づく診覆ガイドラインと連携した愚書向け  料、♯膚など）や厚生労働科学研究（が  市民がエビデンスを理解するための準   
書の事加推進に向け  更新の纏綿的プロセスを確立が必事で  情報（患肴向けガイドライン）を作成した  ん檎鯵、禁煙支檀）による各檀ガイドライ  傭作手、r鳥書のl音り」が医療を変える   
て  あること、鯵震ガイドライン作成における  （一部ドラフト版）。臨床欝と最肴の暮愚  ンの作成に反映された。ガイドライン作  愚書の梢りのデータベースDIPExの実践  

懇書●加の1体朝方法として愚書会の  決定の支檀を目的として運曽されている  成における息書●加を推進するため、  例に攣ぷ、■）2008年鷹丁【己（成果書■及  

遭出法、インタビュー闘士、文相レビュー  日本医療機能騨価≠構の匿＊情書サー  「診療ガイドライン作成への患者●加の  警乗事業公開シンポジウム：鯵膚ガイド  
の■体的方法を示した。鯵環ガイドライ  ビス事業（Mind■）、田内の代♯的医学  ためのガイドライン（Pさti馴1tInvolvon～Bnt  ライン作成の壌へ息看の攣圃を進める  
ンの新しい役■は可能性として「青息決  データベースである匪亨中央穐怯Wobと  G山d01inos：PIGし）」を捷弄し、複数の学  ためには、事）3年間で合計12回の公開  
定支檀J「コミュニケーションの暮点」r医  企画を実施。読売斬¶2国、明日新聞1  
膚舌の生涯教書」の3点を提起した。   回、NHKテレビ1回で着れが紹介された。   

脆門井齢看・終末期患  16  18  医療安全・  ニー ■ニ  悪性疾患を持たない患肴を含む終末期  現在、臨床硯欄においてもつとも大きな  分担研究者の浅井が中心となり、11丘  本研究班の事末期間中、われわれの研  王任研究者が、線遺著組（NHKlナビ  ○  13  9  0  15  2  0  0  山   
者への診療に関する  医療技術  患者に関して、意思決定を★点にtき、  間欄となっているものの一つが、悪性疾  疾患の診療倫理指針（匪環文化社  究班で■体的に取り上げた人呼吸♯、  ゲーション」）および教▼番組（NHK「遇   
判断、および診糠行為    絆価総合  その鯵膚プロセスや遺族から見たアウト  患を持たない愚書も含めた脆印書齢患  20D6年2月）」が刊行された。また、主任  人工栄暮の蓋し控えや中止に関する鷺  Ⅶこどもニュース」）にコメンテーターとし   

の井の騨価と改書に  研究  カムについて稟性的なデータとして提示  書・終末期鳥書に対する治ホの蓋し控え  研究者が、緩和医療学会における終末  息決定に朋して、世愉の注目も亀凛に  て出潰し、猛禽治覆に間違した意見を述   
関する研究  した臨床研究は、われわれの研究が本  や中止などに闇する愉理的な意思決定  期患者の鎮静に闇する鯵療ガイドライ  大きくなり、矧＝平成18年優においては  ベた。また、AERA（期日折W杜）紙面で  

邦では初めてである。また、≠理的判l斤  であり、われわれの研究成果は、その間  ン、間じく終末期愚書の輸液に間するガ  当駿間違テーマでの斬¶書主1■の数が  もコメントが取り上げられた。さらに、「愉  
を糧材として、鯵♯録をリソースに、その  嶺の嶋を解くに★する情■を多く残し  イドライン作成に方法騰部分で深く蘭与  飛躍的に増加した。行政的な動きとして  哩コンサルテーション事業」の紹介記事  
賞を臨床騨価指樽を用いて測兼し、騨  た。さらに、真野に「チェックリスト」など臨  した。さらに、本研究班の研究事＃進行  ま、平成18年9月に厚生労働省医政僧  が期日新聞で一面嶋遭された。同テー  
価するという試みも、我が圃のf評価研  床ですぐに利用できる成果物や、「l議床  中に、延命治療蓋し控え、および中止に  総精練から「終末期医■lこ闇するガイド  マにおける他の研究班（林班、松■班）  
究としては希少なものであり、大きな椚  倫理コンサルテーション」などの臨床支  関する指針の必手性がホまり、厚生労  ライン（たたき台）」が出され、行薮的な  とともに、共同で公開シンポジウムを行  
進であると書うことができる。   攫モデル事業は、今後現場における良  

rなケアを支える上で非ヰに■用かつ  
暮書な方略であることを檀示することが  る。   
できた。   

医環のX向上のため  16  18  医療安全・  棟近：雅彦  医膚事故防止に蘭しては個別の改書  医療のrを市めるためlこは．同書技術  本研究は．匿覆機側におけるOMSモテ  之007年3月に早稲田大肇において．公  2  0  ■  ○  51  14  0  0  2   

の井マネジメントシス  医環技術  事例は数多くあるが．マネジメントシステ  （医療技術）と．固有技術を支捜し仕事を  ルを攫示するものであり．QMSのガイド  叩シンポジウム「医療職開への井マネジ   
テムの菓旺研究  評価総合  ムの観点から取り組んだ研究はこれま  効率的．効果的に実施するためのt理  ラインを示したものといえる．近年は．  メントシステムの導入と推進」を開催し．  

研究  でにない．手た．痛快でのISO9001やホ  技術の双方の向上が必暮であり．本研  lSOgOOlをある特定の産業分野に適用  150名の●加暑があった．本シンポジウ  

幌糠能騨価の受書事例は多数あるが．  究の成よはt理技術の向上に★≠す  するための規格もいくつかの分野で開発  ムでは．本研究の成果を公開し．医療従  
どの痍陳でも別々の活動と捉えられてお  る．QMSを導入することによって．診ヰを  されており．サ挫医療分野で開発される  事薯．間係書と活発な杜輪が行われた 
リ．これを統合した一つの井マネジメント  まじめとする医攫義輝の樽埠化が促進  ■合には。本研究で提示したモデルを原  本研究の成果は．8冊の書籍を出版し公  
システム（以下OMS）を構築するという取  される．これにより．傭人の能力に積る  暮として活用することができる．また．本  表した．その中で「匿療のー用ほ事典j  
り組みは行われていない．これまで．匿  のではなく，決められた仕事のやり万に  研究で賽旺したOMSの手業である方針  （日本規格協会）は．「医療の実態に合わ  
♯の井向上に対する組嶋的活動はいか  従って兼務を実施することで．Xの高い  t理．文雷体系．匪t安全t理システ  せてキー理の概念・用陀の暮本書礪を  
こあるべきかに関しては研究が行われ  医療を捷供できる．すなわち．匿環のr  ム．匿な安全t理書の役割．事故分析  正しく啓発・t及するための．爛のない  
ておらす．ホ職の組■的な間暢に取り絶  をシステムで保旺することが可能とな  手法医♯安全徴▼体系．内部監査書  せれた暮疇として高く評価する．」という  

み．かつ稟旺を行ったことが．本研究の  る．また．欄沸が改義のための暮盤とな  の方法論は．医ホにおける構準的な  理由で．2008年鷹日経晶井t理文獣賞  

成tとして意■がある．   リ．様々な改書が促遺される．   ツールとして活用できる．  を受賞した，   

簗するための物的対  医丑技術  安全な療養爛闇ほ欄  q  18  医療安全・  兼漕夫  本研究では、急性期覇院における安全  l舐策現場における匿攫安全に関わる間  ・ベッド手わりの汁物品の騨価軸、求めら  転倒・帳簿事故に対する安全僧爛帽の  厚生労働省主催l平成柑年度医膚安全  0  0  山  0  u  0  0  0  ■         な爛棟環境についての考輝から、以下  檀のうち転倒・転落といった解決が困難  れる性能、息書像との対応についての  ための1体的な対欄の指針を ベッドま  推遭遇W研究発喪食」にて発喪講1会   
策l＝関する研究  評価総合  の成井を彿た。1．ベッドまわりの汁物晶  な事tに対して．■櫨師のマンパワーに  一驚養を作成した。安全性という彿点か  わリー物品の騨価ね．鳥事情鞘の共■  こよる研究成先の公喪こ2回維托による  

研究  こついて、1書橡との対応を考慮しなが  よる対策以外に物的環墳ををえることに  らの製品開発のガイドラインとしての活  の手法．■穫師の鳥看杷欄から見た遺  縄t：1回  
ら、安全性という積点から穐物品に求め  
られる性能を挟附した。Z．■檀師の転  対策として、患讐のADL††帽をベッドサ  

倒・妃落防止のためのす填研茸に対す  イドに衰示する「ピケトゲラム」という手法  
る旺職および実践状況を杷檀し、さらに  の試案を行った。・ホ棟■護師の恩讐把  
患者のAD」什鞭をベッドサイドに表示す  檀の内容と暮と明らかにした。   
る方法を試みた。3．書挫職の愚書把機  
の概念について整理し．その内容と1．  
および対応や事故との闇係についての  
分析から、■捜穐の患者把欄の内容を  
亜種した。   
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蹴神縫外科手術lこお  山  18  医療安全・  児玉 闇鶏撞  これまで脳神経外科手術に係わる医療  脳神様外科領域の手術は難易度が芯  脳神経外科手術に朋するヒヤリり＼ツト  胸神経外科Ⅶ壌の手術における安全対  0  0  0  0  0  8  0  0  0   

ナるヒヤリり＼ツト事  医療技簡  事軋こついて系統的な捜肘はなされて  く、医療事故が先生した場合潔刑なもの  ■例、事故事例、訴訟事例についての  策を■じたガイドラインは我が匹でt初   
例、事故事伊l、訴訟事    評価総合  おらす、匿ホ事故を防止するためのガイ  が大部分を占めており、死亡に至る事例  情■を収轟・分析することにより、脳神経  の試みである。本ガイドラインを臨床の   
例の分析による手術    研究  ドラインも作成されていなかった。手術に  も散見される。しかし、これまで脳榊線外  外科手術における安全対策を≠集し、脇  ■にフィード／くックすることにより、ヒヤ   
治■安全対策ガイドラ  間するガイドラインを作成する場合、文  科手柄における医♯事故についての檎  神綾外科手術における安全対策のガイ  リり＼ツト事例、匿■雷枚事例集生の予   
イン作成に関する研究  ♯奪によるエビデンスの事績を行うこと  肘はなされていなかった。本研餞では駐  ドラインを作成した。脳神経外科Ⅷ域の  防および再発防止がある程度可能とな  

は困難である。そこでヒヤリリ＼ツト事  神経外科手術におけるヒヤリり＼ツト事  手術における安全対策を講じたガイドラ  リ、さらには脳神経外科領域の医療訴訟  
例、事故事1鞘、訴訟事例を集恥分析  
し、脳神職外科手術における安全対兼 ン 
のガイドライを作成した。本ガイドライ  
ンの暮及により匿ホ事故の発生の予断  
および■発防止がある欄鷹可能になる  
ものと思われる。   われる。   

抗がん刑の安全■理  山  18  医ホ安全・  土1 了介  抗がん刑の取り扱いには、書優に書門  皿立がんセンター中央ホ険において、が  本研究で作成したがん治療の安全■理  抗がん利治膚の買全性、環★性を捏保  0  0  0  0  0  0  0  0   

に関する研究  医薇技術  的な知hと技術が暮求される，金平30の  ん治薇の安全ttに蘭わる規定や手l囁  ＝問わる樽規定は、呼止がんセンター中  するシステムを構築することは、凸民声  
騨価総合  がん抄★書M施職に対して」剛腋事精  事を寺伸したところ、医薬品ならびに匿  央ホ睨以外の施設においてもその妥当  環の安全性を書めるために棲めて暮事  
研究  （施牧概璽）、レジメン管理担当、診療部  覆用1に起因する医療安全の積保と日  性を機虹したうえで、全加のがん診療施  である。本研究の成果を活用することに  

門、薬剤部門ならびに■性部「1別に多  
岐にわたる1日についてのアンケート研  受けることができる体制構築が進み、1  
壬を実施した。その緒1、現在の我が田  大な医療■敏やインシデント事例が瀧少  
のがん診療現場における匿ホ安全上の  することが期待される。また、その成稟を  
辞職を抽出することができた。その緒具  がん鯵★機闇の機能騨価と機能向上に  
を、薬学的な観点から検討したうえで、  利用することで、全鴎のがん鯵覆水禅の  
がん治震の安全t馳こ朋わる鶉規定を  向上に大きく薔与できると考える。   
作成した。   

斬医師臨床研■制度  山  18  直積安全・  水嶋 ■朔  断医師臣l床研修制鷹にて必＃とされて  犠策研拝の相場に天するガイドラインと  医師臨床研捧指導ガイドライン作成檎肘  田立保豊臣＊科学既平成18年鷹特定  r斬医師l諷床研書指導ガイドライン（試行  2  0  0  0  D  0  0  0  0   

における研鯵震指導  医糠技術  いる7分野について、指導匿あるいは上  して、次の構成を■集した．第1▼糟膚  会（厚生労働省匿政局匿事聯よ私的鋏  研繹「医師臨床研鯵制度・研修t理委  版）」（鵬立保健匿ホ科学恍のHP上   
こ関する研究（修了暮    評価総合  級匿が研♯匿を指導する隋の指導方法  体制・指導環壌Ⅰ指導体側It各檀研♯  肘会㌧座員＝書嘉1靂 壬マリアンナ匿  ■会・手■最研鯵」蠣1－3固を受講した  （httpノ／www．   

準に簡する研究を含  研究  について研究を行い鴨係各肇食・巳体  スケジュール例IllオリエンテーションⅣ  科大学）および同作集班（班1＝大滝純  貴職書ヰ83名にアンケートを配布し、研  niph．iOjp／s00hjki〃inz劃／k●nShu－   
む）  の142人の執事書の協力を柵て、★1暮  指導應∨指導隅暮∨】事丁環壌書サー之  町 暮京医科大事）のプロダクトの位t  修終了時に回収した。468毛から回収  ■l／ind●X．html））のアクセス状況について  

柑噂体¶・指導覆壌、事2暮指導方法、  暮指導方法1聾愴■ⅠⅠ実践■井3暮騨  なるガイドラインを作成した。   し、回収率は粥．9％であった。捜に立つ  檎肘したところ、平成1丁年4月14日に開  
事3暮II価方法、事4暮到1日■の解  価方法l騨価の糧鵬と方法打コンビテン  と思うかについては、「とても動こ立つ」  設されて以来、平成柑年3月兼の絆点で  
貌、責料■から構成される臨床研繹に  シーモデルを用いた「行動日樽」の絆価  が7．1％、rやや役に立つ」が36．5％、「ど  5ヰ．979件のアクセスがあった。平成18年  
関する208項目からなる「斬臣節臨床研  ちらともいえない」が36，5％であった。  魔の年間アクセス敷は24．007件、月間ア  
離間鷹における研離婚遍ガイドライン  クセス数は平均2．000件で1．413から3．川0  
（試行賑）j（全84gページ、飢伯）を作成  の間で交戦があった。   
し、鳳立保≠匿瘍科攣読のHPに掲載し  
た。   

医丹データベースと医  円  18  医療安全・  山本 建一  匿無事の台はのt手化と高度利活用に  本研究の成井はt繚臨床現■に用いら  ガイドライン零は開発していない。  柑年度から名耶からの医師責格の穫位  0  0  0  0  0  0  0  0  0   

師★格ICカードの応用    医療技術  閲して保せ匿■橿祉分野公欄書暮盤と  れるものではない。しかし個々の医療現  をオンラインでできるシステムが稼働し、   
と押価に関する研究  評価総合  の闇1性が1事であることを明らかにし  大きな椚遭と騨価できる。しかし名前か  

研究  たことは、■なる台嶋としての閲覧性の  ら医師責櫓を確認しても本人性の確眩  
向上に比べて医療の檎遣改羊に対する  はできず、什慣性の点でなお向上の余  
書義は大きい。またその構築過程に現  地がある。その意味で本研項で示した  
≠的な解を与えたことも書義潔い。   HPKIおよび公的個人紘旺サービスとの  

姓携はきわめて1賽で、今後の取り組  
むぺき方向を示したと考えている。末た  
段糟的解決策も捷Tしているので、檎肘  
されることを期待したい。   

助産ケアの提供システ  山  18  医ホ安全・  加書 曲集  診療所助郷に関する助産師の書えにW  潜在助産肝の研鐸フログラムは、潜在  日本■覆協会、日本助産師会の助産師  0  0  0  0  0  0  0  0  0   
ムに間する研究  定点技術  する現状を把止し、一部データの縮約を  対暮の研傭会則こ17年鷹作成した／くン  

騨価総合  主成分分析を行い、鯵■所動輝の可育  フレツトを紹介してもらい、鯵膚所への助  
研究  に間して事変1ロジスティック回州分析  塵肺競業促進に努めた。18年魔の日本  

を行い、■勤することの譜条件の分析を  助産節会榊棄川県支部での研繹に取リ  
した。助産のケアのrは蛙♯年数によリ  上け廿在勤塵肺の穐り起こし並びに柏  
書くなっていること、共助している助虔師   介専を行った。なお、神禦川県のマスコ ミ 
はよリ書いrのケアを望み■勤してい  にも取り上けられ、助産師の就幕の促  
る。   判った。  遺を図った。   
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■捜基礎教▼におけ  17  18  医正安全・  小山 眞理子  事Il暮礎教書卒業時にすべての学生が  教▼と臨床の両肴に卒業時の■雄技術  昨生労働省「■護曇囁鞍▼の充実に関  平成19年4月】6日の「■性靂壕鞍▼の  l■坪暮穫鞍▼の充冥に関する桟肘貪  0  0  0  0  6  0  0  0  0  

る■t霊技術の充実に  医膚技術  習得すべき■鰻技価の檀積と到達巨欄  の到達度についてはコンセンサスを得ら  する檎肘会」事4同株肘食（H柑年7月21  充≠に関する検討会t告暮（厚生労働  特告暮」は■穫暮礎教▼のかノキュラム   
闇する研究  評価総合  こついて」帆門書によるデルファイ隅  れていなし＼．そのために、轟い聞の牒鵬  日）において本研究の成稟をt合した。  雀t憬牒）」の資料3r■性師教▼の技  の改正lこついて人体的に明文化されて  

研究  壬、卒業止前の半生Ⅶ壬、ホ陳椚王、  であった新人■腹師の間欄、特に卒華  同榛肘食のワーキンググループでもr■  怖項目と牢＃時の到達度（菓）」として縄  いる。そこに用いられている「■護師教  
専の3零lの椚壬輪業に暮づき、■積数  挫のギャップを軽鷹することに工職でき  雄技術の到達目標」をt性暮礎教書卒  セされた。   書の技術項目と卒業時の到達度（事）J  
書と■仕実践の書庫看により妥当性を  る。輪集として、新人■牧師のストレスを  業時の到達日櫓として使えるかが吟味さ  は、日本全内の■護基礎教書機俳で活  
棟旺しながら明らかにした。デルファイ研  減少させること、新人■t暮師が歎▼から  れ、利用することが合暮された。（平成18  用されることになり、緒集として日本全匹  
暮で8段騰のステップを経て得られた総  の■ll暮礎教▼の技術教▼の改轡に千  
集だけでなく、今日の畢生の技術の習得  職できる。   
鷹、爛読での技術の実施可他性専の  
データに暮づき、教書と臨床の両側面か  
ら妥当性を検討し、各々の技術の利運  
鷹を明確にしたことは慣嬢性のある研究  
成果として■旺肇の集1に苓与できる。   

t子カルテシステム斗  】丁  18  医療安全・  阿■沼 元博  本研究では、t子加レテシステム導入のT  附こ■いが、診環録の1的、■閃  t手カルテシステム中人のT勅性騨価精機  診覆蝉のt的、■的チェックや各積ア  桝t対1■研l死においては、明王フロセ  0  山  0  0  5  0  0  0  0   
人が鯵療記録のXに  医憬技術  効性を騨価する楕構及び手法の開発を  チェック（Clinjc■lIndiGatOr）の椚壬礪日  としての♯合精欄価（Comp06it0lndox）  ンケート椚壬で明らかとなった機能的な  ス段階やその糟具＃告により、E膚従   
与えた影書と、その縮    評価総合  行ったが、柑♯暮出の暮のアンケート境目・  や臍王手法は、今後のt千カルテシステム導  ま、絆価のガイドラインとして活用可能で  不憫礪目は、今後のt子加けシステム開発  事看の王h改暮が行われ、診療蛛に対   
具としての医膚の貫の    研究  研董方法の策定⇒「シ入テム機能」「憎嶋  入時（特にデータ入力やD8投射）の設計  ある。また、厚生労働省の標準的t子わ  やデータヘ●一入のー的向上に↑離し、檀合  する暮手性隠れがt化した。また、現状   
改雷の騨価に関する  のr」「エント●ユーサ’へのサービスのt」「利活  ニ活用されれは、診療妓及び憮嶋の父  Jけシステム推進委1金で提示された「ユー  騨価指欄と手法はシステム導入（特に公事  のt子加レテシステムが鯵ヰ会1十や運用上   
研究  用状況」「利用書満足度」及び「医療安全  を向上させる一助となり、臨床的観点か  サ’視点によるt子システム■能」による爛  投入や公的支援を行った膚恍への）は、  必羊なMt切目に傭りがあり、データとし  

への苓与」の手繁に同定⇒各項目を因  ら必事不可欠なデづの集Ⅶにモレを書く  統帥董緒稟は、今後開発へ●ンダーのハ●ッ  システムの井の均てん化や投下■本に対  ての臨床的なずⅧが低いことの認騰が  
子分析し複合指揮Ⅷ（Compos止0lndox）  し、鯵膚DBとしての価丑を上げ、診療支  トシ■開発のカ●ィォトうインとして■効性を書  するt用対効果の判断の力’ィトうインとし  生まれ、白味のシステムの騨価の視点  
井出というプロセスは榛旺により絆価手法  攫や臨床研究に■的向上をもたらすと  している。これらは、相計こおけるシステ  ての活用が期待できる。また地域での  や、禾中人ホ恍では、導入に際しての書  
として■用性が確旺された。今後病l亮で  考えられる。囁巨、手片lをマニュアル化  ム導入の自己騨価指標及び手法として  DB共書や活用のー的向上をもたらす．  服点の文化をもたらした。今後学会発表  
の活用を推進したい。   し整博する。   活用できる。  やシンホ○ゾウムなどで明らかにしていきた  

い。   

■；一遍鯵覆ガイドライ  也  18  医療安全・  t野 健太郎  ■潰瘍診療の書門書チームによる【8M  初版の▼潰瘍鯵欄闇イドライン発刊以  「EBMに暮つく▼漬ヰ診■ガイドライン」  アンケート研重からガイドラインで椎葉す  り叩帥M●di¢in0200丁年1月5日号lこイン  10  22  22  0  4  u  0  0  4   
ンの適用と絆価に朋  医療技術  こ暮づく研究であり、初版の■漬ヰ診療  降、統計的に■漬中農書が減少嬢向に  井2版（じほう牡〉の出版く平成19年4月  る治療が保険適用外であるなどの間欄  タビュー記事事l正「鯵■ガイドラインめぐ   
する研究  評価総合  ガイドライン発刊後に発表された文獣の  ある。今後の改打ガイドラインの書及に  10日）   が明確となった。今後行政当局の対応  る最新動向200T」・Jap引1Modicin82007  

研究  追加検索、およぴアウトカムリサーチに  が期待される。   年4月27日号にインタビュー記事事l職予  
よるガイドライン実施上の間州点の明確  定。国内外のt斬エビデンスを反映・算  
化によって■吟味された、より良寛のガ  丁3固日本さl化静内明鏡事象給食（2007  

イドラインの作成がなされた。   年5月10日）にて「改打亡8Mに暮づく■漬  
ヰ鯵★ガイドラインーこれからの不タン  
ダード治■とは－」と農したランチョンセミ  

ナー開≠予定   

がん診療ガイドライン  山  】8  医療安全・  平田 公一   ガイドラインは署積憤と轟賞虻の点から  「より良い医療を鳥看に碓供する」ことの  治書ガイドラインの無視型としては．クリ  本州におけるがん診覆．とくにがん治環  ガイドラインをがん鯵覆に構わる筐覆署  山  0  0  0  ■  0  0  0  0   

の適用と騨価に闇す  医療技術  より確実で保旺されたものであると随什  担保として．治療にあたる医師に対して  こカルクエスチヨン形式を望むとしたもの  の均よ化にむけての医療用欄を閣民が  や四民にいかに利用していただくかが．   

る研究  評価総合  されることが土手であるため．事研究班  ま．治■内容を適切に■書に提示する  の．既にガイドライン作成が．■M系竿  共書するシステム構築のために雷益な  ガイドラインの作成と同時に土手な牒姐  

研究  ま．がんに関わる各■円系学術団体と  ことが求められるが．がん鯵覆ガイドライ  術団体と日本癌治＃学食との指し合い  研究となった。また．本邦において今後  となってくる。そ」で公開をインターネッ  
密掩な連携をとり．書門的視点から作成  ンは．当該医師が治療内容を轟雷に擾  の中で進行しており．独自の体義を蓋え  促進されるべき臨床研究や治験の実施  ト上で行うことへの第一歩となるコンテン  
することを基本とした。ガイドラインの作  示する際に必事な憎欄を檀供する日的  る投降にあるものもあるため．それらに  こあたって．その暮本となる鯵環情報を  ツの作成につながった。コンテンツは治  
成方法については 可能な限り「鯵■ガ  で作成されるものである。ガイドラインの  ついてはⅦ媚別に一任することとした。  匿♯肴．患著．劇薬に関わる研究書．  環アルゴリズム構道化抄鱈からなり相  
イドラインの作成の手相∨Or．4．3」（楕井  間先によりがん治♯を受ける愚書およ  使いやすさを最大の日揮と着え．ガイド  メーカーなどに明示でき．より納得の得  互の関係が理解しやすいようにエ夫し  
次夫．丹後俊郎響）に則り．作成するも  ぴそこに闇わる犠床直に．愚書やモ族  ラインの他に治療アルゴリズムを作成  られる臨床計圃を立藁するのに書用な  た。今後の改打や利用状況の把握のた  
のとした。その結果．慣翔の高いガイドラ  の理解・納得がより深く得られ．有用で  しさらにガイドラインの根拠となる1事  情報提供が可能となった。また．保険鯵  めアンケート集も同時に作成した。  
インの作成をなし得たものと考えられる  ヰ制度の中で定められているがん診療  
が．今後．閲覧者のアンケート緒異など  のあり方．科学性のi示などに役立つと  

を墓にさらに医療情報としてのrを高め  ともに．近未兼へ向けてのがん鯵ホのあ  

ていきたい。   リ方についても示唆しうる研究成果と  
なった。   

診膚の方向性に暮つ  Ⅶ  18  医環安全・   －∴   鯵簾経過モデルに8mbodされた臨床思  本研究成井は他のシステム稟♯モデル  駐恥に暮ついた鯵膚．しかも効率的な鯵  臨床における介入の妥当性を適切に監  上記以外にはない   0    0  0  0  0  0  0  0   

いた監査や追跡性に  医療技術  着通程モデルによって．鯵震における壬  との七和性もあるたれ賽運用システム  ■が求められる昨今，本研究成井は新  壬することを可他としているので．＋なる   

資するt子カルテの  評価総合  図実現の過穫を記録するt子カルテ記  と書橿的に連携させることも可能であり．  晴代の医覆情報システムの設計にあ  統計的な手法では十二分に解析するこ   

記述モデルに関する  研究  述モデルをれ簗し．この記述形式には  その際ノ適切なヒューマン・インターフェ  たって．適切な指針の一つを不すもので  とが翻しいハスやハリアンスの解析嶋   
研究  H15一匹龍一050の成果であるontoI8馴  も．匹師の臨床思考過程すなわち★図  

CSXを活用した．診療におけるt図実現  実現に即して適切に絆価しうる持場であ  
過穫の記述モデルであり．またオントロ  る．   
ジーを活用した記述形式．しかもその観  
（porspoGtj＞○）を自在にとることができる  

ため．様相檎理における針暮可能性を  
確保するとともにデータニ次利用の精償  
を向上させ，さらに自動的なセマンティツ  
クウノテーションをも可能としている．   
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四民の視点に暮づく遼  1丁  18  匿頭安全・  書 簡せ  【BMに暮づいた診断過犠が確定してい  一般臨床の場ではどうしても価々の医師  まずt書のアンケートから始めて■暑が  現在洲ヒ馨ガイドラインは作成途中であ  作成された1含には上記のように公開  0  1丁  47  14  43  2  0  0  0  
切な鯵断過糧の確立  医正枝術  ない疾息が多く、実際の診断過Ⅶでは  の維♯に暮づく判断によって鯵断過程が  診断過程をどのように患っているのかを  り、まだ公曇はされていない。作成し絶  シンポジウムや市民公開酬座を行い さ   
に関する研究  評価総合  多くの不事な検査が行われている。特に  決定されていくことが多い。そこに必ずし  檎附した。il化t疾患の代喪として■食  えた≠含、速やかに公開シンポジウムや  らに内容を充零させ四民および医師へ  

研究  消化♯疾息は優聾性があり、慣熟性も  もー斗性のないことも多く七看の立場か  1連流症を選択し、また肝疾患として非  市民公開講座を開き、その内蓉lこつい  の書及に努める予定である。  
■い檎壬が多い。診断過穫のE8Mは殆  ら不清を訴えることも多い。鯵断過程に  アルコール性脂肪肝炎とウイルスl干炎  て広く一般に浸透させるつもりである。そ  
どなく王に轍械書の四民の視点からの  関するil化讐ガイドラインを作成するこ  および肝細胞癌をヨ択した。各々の疾患  れにより、診断過程の均一化だけではな  
フィード／くックもない。このような点から  とによってこの診断過積の書■性や合  こおける診断過程を機旺した。それを暮  く、おそらく医膚の1も向上し、さらに匿  
のさ一化書方イドラインを作成することは  
臨床の場に新たな遭筋をつくるものであ  
る。   る。   なった。鯵断に対する研究の特■性を考  

虚しており、治療に関するガイドラインと  
は井なるものとなる．   

公開疇暮♯技術を活  1丁  18  医  山本 陽一  HPKlの賽1用上の間欄点を婚楕し、そ  本研究の成果はt樟ゆ床現場に用いら  不研究の成井は匪政簡保棋医■稽祉  m腋故事職噸における汀による医覆の  
用した鯵★情報共書  

0  0  0  0  0  0  0  0  0  
医療技葡  の解決策を≠狂的に示すとともに、匿■  れるものではない．しかし佃々の匿壮観  分野公開■暮盤書M豪会汁   

における個人情報保  評価総合  
構遷化は憎■セキュリティと医療従事曹  

書開のセキュリティにおける包括的な専  犠ではなく匿膚優欄鷹としてみた場合、  （H18．03．30）において暮本ポリシの改打  が責樽を縛ってt任を明確にするHPKI   
雄と惰■セキュリティ  研究  翳を加えたことは雷■潔いと讐える。ま  今後の汀社会において安全で安心でき  に●考にされ、また平成18年から柑年に  の暮及なしにはありえない本研究は應   
に間する研究  た今後の稟嚢や研究のためのリソース  る匿ホの実現に零与できると奪えられ  開催された匿■情tネットワーク暮盤檎  優における憎tセキュリティと公開■暮  

としてHPK】の■名および檎旺ライブラリ  肘会（H18．11．08、H19．01．30、H．用．02，0丁）  
を作成し公開できたことはこの分野のサ  で改打されたE繍什鞘システムの安全  
後の先月に薔与できると書えられる。可  管理に開するガイドラインに●雪にされ  
静的にもISO／忙C17090の本橋的な賽蓑  た。   
としては初めてのもので、この分野で先  
逢的な立場を維挿することに書与できる  
と考えられる。   

の安全性と犬の改書  
日本でも匿書 覆改羊においてE柵分  騨当なし   0  0    0  9  0  0  4  4  

医正枝術  匿】T化によるl王  山  18    鼻谷川 友嘉己  研 では、q）汀  の 入が匿 の  では1T：圧 によって 積された印  ・㌻∴  l馴こおける汀技術の導入が大きな政策   
の評価に関する研究  評価総合  概念壬理、②医療への汀技術導入に闇  目欄となっており、■体的な檎肘絶★と  

研究  する各四政府の対応の整宅、③由内外  して汀職略本節が餃正されている．医攫  
の代璽的な匿ヰ分野におけるIT投1、t  分野における汀の導入は、↓により高い  
T技術の導入が、匿膚のr・安全・効率  事求水準への対応、効率化に留まるも  
にもたらした影事の事例検討、を実施し  のではなく、t子化された情報の二次利  
た。先進各四の国書職糟における匿オⅠ  用による、より高次のレベルでの疾れt  
Tの位tづけ、規格標準化の状況、レセ  理、匿疇サービス内容とブIt肴との間の  
プトオンライン化など汀の利用状況、  マッチング、■院・支払雪・その他組織の  
データウエアハウスの構築の状況など、  マネジメント構築に寄与する可能性があ  
皿書的な取り組みが定性的に明らかに  る。   
された。また、匿■IT化による匿儀のr  
の絆価の実施可能性が示唆された，   

情報技儒マネジメント  17  用  医♯安全・  村瀬 澄夫  1．テレケアの針圧と運曽縫♯的にしか  従来のテレケアは、取り組んだ医療書が  機蕎（機能性、利便性、書及性）、運曹  1．テレケアの騨価・運曽方式テレケアに  日本遭岬蚤ヰ掌食事帝大会（JTTAZO06  4  0  0  0  21  0  0  0  0   
こよる轟い医療のrと    医正枝楠  放えなかったテレケアを、機器（機能性、  活用できる他の知見を得られないまま、  手段（≠施サイクル、訓練、組儀運書、  朋する肘皿礪白の存在は、行政土壌に  inTaka68ki）で2006年○月23日、♯内で   
効率化を可能にする  評価総合  利便性、書及性）、■警手段（集権サイク  労苦のはり返しの中で縫験的に績けて  品Tt篭、匿■・保健手段．教材や神助  よる遭隋蛋■の肘囁について、実施内  2007年3月9日に公開儀甘食を行った。   
遠隔医覆くテレケア）モ    研究  ル、Ill＊、組織運嘗、品Tt理、雷療・  おり、他で失敗した取り組みを繰り返す  手段、対象書遭別）として示したテレケア  容を搾層する手法が蔓ったことを鷺哺す   
デルの開発と騨価の  保健手段、教材や神助手段、対t書遇  ことさえ珍しくなかった．その緑♯を曇現  のフレームワークは、疾■別や施設別に  る。人■、コスト、濃艶などについて、こ   
研究  別）のフレームワークとして示した．痍  する尺度を走めたので、知1の伝達と事  求められる違隅匿徽ガイドラインの1盤  の椚Ⅶ川‖ヨ」腋価尺度別に指定できる  

ホ・施設毎のテレケアの■体的羊Ⅶ作り  楕が初めて可能となった。テレケアは飯  となるべき尺度・項目である。今後、この  ので、指導内容や騨価項目が憑霊的で  
の指針であり、治療手段に於けるクリニ  う鯵★科が多く、開壇事象も増えざるを  よ盤に暮づいて、各攣会が総合検討可  なく、膚準化される。．2．テレケアの縫  
カル／くスに相当する概念的枠縮みを檀  得ない。その相互での知見の交換を可  純なガイドラインを作ることが可能とな  済性分析テレケアを政策的に菓推する  
某した。2．テレケアの鰻済性分析生活  
習慣欄について対暮・非対t別のレセプ  至っていない。   薇縫沸上の効集を狙った行政施策が可  
ト比較で、テレケアが匿■★上の効率性  能となる。   
を書することを凰内で初めて明らかにし  
た。   

インシデント牡昔を活  18  18  医療安全・  坂本 すが  リスクマネージヤ（RM）29名の日書活動  RMの日≠■鶴は、①縦蜘、役割不足へ  本研究は、RMの実職と支機体≠憧欄儒  平成19年3月「医療安雀t理看の菓瀾  本研属で礪壬したメーリングリストは、今  山  0  0  0  ■  0  0  0  山   

用した事故防止策積  匿■技術  の実隠研董から、①RMは行敵などのガ  の不安、②事故嶋告の分析、情書共  する上での騨欄を明らかにすることで  指針および養成のための研鯵フロゲラ  後も総統し、藍環機闇のRMに対して、   

築過程の開発と♯告  評価総合  イドラインでは決められないi■用鰊欄の  書、対策騨価が不十分、③与薬、転倒  あった。その中では、RMの恍内の役割  ム作成指針」が攫唱されたが、役割や■  慣竹雄供および情牡の交流の壌として、   
書・リスクマネージャー    研究  判断を求められる、②活動に対し事三書  事故対策、④同じ間はの発生、⑤■■  や■他に対する期待は増しているが、  1檀が匿震施政ごとにれなっている中で  対暮を拡大して活用される。   
支はに関する研究  の情ヰや騨価、助Tが欲しい、③間糧  の★正賓■、風土作りの5礪ヨに嘉納さ  RMの活動内容に対し、書観的な騨価が  ま、＃葬遂行に不安を抱え、他のRMの  

解決には他施設の情報捷供が効果的、  れた．一方、幌内での舞丁期構、ガイド  ないことから、≠に不安を感じている状  経験に暮づいた活きた慣■ネットワーク  
④効集的と感じた対策は白鷹股でも取り  ラインにはない遍用繹■の判断を求めら  況が明らかになった。その解決方法とし  を求めていた。しかし、中小ホ恍では、  
組むなど、RMは身近に惰t交換できる  れる立■を実感しており、他施設のRM  て、RM自身は他施設のRMの経験に暮  兼任RMが多く、】Tす壌の不儀や時間的  
ネットワークの積集を求めていた。一方、  の竹輪や♯三春騨価が敬しいなど、縫  づいた着きた情≠ネットワークを求めて  制約が課鶴であり、慣tセキュリティや  
メーリングリストの活用からは、RMは什  ♯に暮づいた活きた憎ヰを求めていた。  いたが、RMの活動は個人情■を青んだ  倫理的な不安を絶えていることから．今  
tの提供は求めているが、自らが情q  しかし、情■に対し受身であり、間いを発  慣t処理が主体であることから、情疇セ  後、RMを教▼的・体制的・環境的に支  
擢供看になるという能動的な活れには  し、自らが情鴨榛供書になるという能動  キリテイ、愉理教▼、す壌整備の必書性  捜することは．行政的な使命でもあり、  
至っていない実胞が明らかになった．  的な活動には至っていない実態が明ら  本研究の提書は、匹ホ安全施策の構築  

かになった。   に★獣できると考える。   
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新せ科医師臨床研捧  山  山  医療安全・  花田 慣弘  斬せ科医師首床研♯制度における研鯵  新書科医師臨床研甘利鷹が平成18年  新歯科置師訊床研♯制度における研嘗  書科医軒臨床研繹糧道機村会で歯科医  国立保健医橿科学院のホームページlこ  0  0  0  0  0  0  0  口  口   
制度における研捧歯  医療技術  歯科筐の指導について、歯科医♯t理・  廉からスタートしたため、鯵丁旺走の暮  曹科医相場に開するガイドラインを作成  師醜東研鯵への地方行政および由立保  綿tする準楕を整えた。   
科医指導に関する研  評価総合  教書掌の観点で体系化した。   準を含むガイドラインが必饗である。本  鍵E療科学l玩の対応として本研究成果  
究（■丁暮準に関する      研究  研究成果はその賽求に応えてしlる。   を鞘肯した。   
研究を含む）  

隈を2年から3年に猛  孤の歯科衛生士暮成機闇に本研 0  0  3  0  0  0  0  0  0   

ナる臨地実響指導の  医療技術  歯科衛生士教▼にお  18  18  医療安全・  ・●・1■h ＝  日本および濡外の曹料簡生士暮成機Ⅶ  本研究は古村匿膚チームの－■として  臨床・犠地実習の在り方と到達日♯は  平成1¢年、未成年  究特異                           の実態闘士を行い、歯科衛生士教書の  臨床の現場に出る歯科衛生士の教書と  1）「日本の♯科衛生士数▼の日揮とす  長するという歯科衛生士養成所指定爛  を送付した。日本書科騨輪7丁3．∨0l．67（3），   
在り方とその到達日揮    騨価総合  1霊な也1づけである臨床・鶴地異曹  して、臨床・臨地実響の在り方とその到  る歯科衛生士」として8礪巨を設定し、2）  別の一部改正が行われ、翌年より施行  171－1丁8．ZOO†日本歯科騨論774．   

に間する研究  研究  の実体を把穐することができた。なかで  連日欄を股定することで、歯科衛生士暮  臨床真書・鴎地欒甘の到達E欄の平熱  された。したがって、多くの歯科衛生士  vol．8丁（4）．157－18Z．2007、日本歯科肝  
も臨床・臨地実￥はその実響時期、実習  成機関手書後の歯科衛生士のは床・鴎  レベルチェックできるー臨床実習の利運レ  t成機関ではその対応をしているのが  愉775．∨0l．67（5）．2007．印刷中で本研究  
内容、実甘施設、攣生鮮価響にt成櫨  地異習での警熱度が向上し禽科医t環  ベル♯」およぴ「臨地実甘到達レベル  環状である。この岬期に全匹書科暮成  緒集が紹介された。  
間によってばらつきが大きいことが把牲  
できた。また、海外椚査により世界にお  臨床美甘・臨地美甘レベルの到達目欄  
ける日本の書料簡生士教書の現状を把  を甘熱レベル2もしくは3以上捧博するこ  
橿することができた。   とを到達目樗とすることが望ましいと股  

定した。   稟Tと臨地欒甘の到達日揮を股定した  
ことは靂暮深い。   

急性胆t炎、急性胆  18  18  医痍安全・  高田 忠敬  岨t炎月旦暮炎診療ガイドラインの臨床に  2DOT年1月に胆t炎胆暮炎診■ガイドラ  之007年3月アンケート椚壬を暮lこ、息性  出版したガイドラインがどのように利用さ  急性＃炎診療ガイドライン公開シンポジ  13  0  0  0  26  0  0  0  3   
■炎、急性膚炎診療  医ホ技術  おける利用稟聯をアンケート椚董した。  インのヰ附こおける利用実態をアンケー  陣炎膨欄用イドライン事二版を出版し  れ、どのように利用されてないのか？利  ウム2006年相月■一国シンポジウムこ日   
ガイドラインの効果的  騨価総合  緒兼鴨告予定は下記の如く。2007年ユ  ト調暮した。腹部救急匿学食lこ所嘱して  た。2007年9月に上記ガイドラインのダイ  用されていない理由の解明と、適正な瞥  本消化器ホ学会2006年11月事二回シン   
な書及に向けた使用  研究  月日本旗郎救急匿学会20ロ7年9月二日  
後闘壬ならびに臨床  本岨遭学会   用していない臨床医が30％存在すること  た。   
研究  がわかった。その半数は、見たこともな  

いという緒井で、残りは掃っていても利  
用していない「本欄の節り」であった．遺  
正な利用に向けての啓発が患輝であ  
る。   

労働者のメンタルヘル  18  18  労♯安全  横山 和亡  Q）檀々の≠壌におけるメンタルヘルス事  職場における1ケ月以上のホ休・休れ書  以下を開発した。u）精神科匿師・匿離職  作成したマニュアル（報告書に添付）を  ホームページにマニュアルを掲載した。  5  0  0  0  ロ  0  0  0  2   
ス対策における地域  衛生総合  例の実臥対応の実情、およぴ②地積  の異態鯛査により、うつ膚間1の障書が  仰のための職域メンタルヘルス・マニユ  全圃の労t用ぃ一局および産業保健推進  産業医半間係青からの依爛で今後研♯   
保健・医環との連携の     研究  の嘲神村医師■医療機闇へのニーズと  会などに活用する予定である。   
あり方に関する研究  満足正、3）和宮科医・医丑亮醐書を含  

む事某所外書M欄爛における事♯欄内  
メンタルヘルス事例への闇■bと取り増み  
の実情や実行可舵な対応を横付し、さら  
に④檀々のタイプのメンタルヘルス・  
サービスの経済学的分析や⑤樽外皿に  
おける実情およぴわが四の行政施策の  
あり方の榛肘を行い、以上を総合して、  
産業保せに対する地域の精神科医師お  
よび医■機関の取り組みの現状と必暮  
な支檀のあり方を示した。   

職叫における心臓突  18  18  労≠安全  安部 治オ  平成16？18年廣（平成19年3月時点）  臨床医筆的研究のみならず社会医事と  日本楕1滑掌会学術手■会「失神の鯵  ／くス壬忙手に1近多集する書故冊眉と  Modjcさ‖－Hbuno磋にて、『凰内における  81  田  35  13  50  ち3  0  3  ロ  
然死や事故発生に及  衛生総合  での本研究班の集積は、暮暮48■（欧  しても1先端的研究がなされている。稀  断・治療ガイドライン」作成班（平成17？1  して、運転中の失神が傭因としてt多で  ICD患者の就≦削こ闇する実態研壬J、   
ます失神・睡鴫陣書事    研究  文雷雷13蠣、和文著書35け）、学術脾  に、Brリーada虚撲群の治■法の開発、失  8年庸二班畏 井上博、T山大事医学部  あることを明らかにし、その冊歴としてス  Modic轟けribuno舷「ベースメーカのX縛lこ   
の潜在危険眉子の早  文15811（欧文輪文77嶋、和文陣文81  榊と就労状況の失態椚壬、四内におけ  内科寧二教授）、日本汀環場学会事柄  トレスがキえられたのを明らかにしたこと  よる影響」、NHK総合テレビ（全匹敵送   
期発見とその対動こ  蠣）、四障攣食発♯63■である。今後王  るICD亀有の就労に開する椚暮研究とそ  手■会「ベースメーカ、】CD、CRT治療を  こより、可土交通雀闇バス事暮書に対し  「おはよう 日本」：平成19年3月14日   

闇する総合的研究  こ増えるものと期待される。ストレスで発  の対策、べ一スメーカ・1CDのX牡ならぴ  受けた鳥看の軌学・就労・社会壇岬lこⅦ  て対策を指示した．本研究データを▲に  放送；文北6県「クローズアップ千北」に  
生する神経椚ホ性失欄の治療におい  こt磁干渉の★験と影■（特に、職斗環  するガイドライン」作成覿（平成18？19年  「生体内デ／くイス息曹とt磁干渉」（日本  て「責憮を失う／くス運転手」）でストレス  
て、本研究で開発されたトレーニング治  墳での影事について）、書と自綬との闇  鷹＝班井 奥村 雄、弘前大肇医事群集  不肇脈半金笠幡、安部治彦・t■健■  こよる失神と就労事軌こついて、平成1  
覆が日本循環器学食寧柵婁■食「失神  係および対策、睡眠時書呼吸危惧群の  二内科額教欄）日本不書脈攣会ICD畢  ■、メディカルレビュー社）、「失神の鯵  6ウ18年度凰土交通■の運転手事故椚  
の診断・治療ガイドライン」（日本心臓ホ  早期発見のためのスクリーニング法の  ■会によるICD愚書の就労に闇する柑針  断と治膚J（今泉勉監♯、安部治彦■  壬報告書の詳細な解析とその対策につ  
掌食、日本不書脈竿食、日本心t掌  作成。   ♯、メディカルレビュー社）を出版した。  いて放映された。   

会、日本救急医肇食．日本小児挿す欝  
竿会合間）でクラス1hとして取り上げられ  
た。   
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高気圧作雛に伴う積  18  18  労≠安全  眞野 ■洋  昭和粥年以来改儀せ正がストッフされて  従来の我が由における潜水作業ならび  実用的な鷹圧喪を曇示することで現行  現行の労働買全衛生規則、高気圧作兼  潜水作雫における混合ガス潜水、′くンス  ¢  2  0  0  14  ヰ  0  0  Z   
準減圧妻の安全性騨    衛生総合  いる日本の樗牛減圧最を宙静的にみて  ニケーソン専の圧気土木作＃ではホ気  の運用よりも濃かに安全な蔦気圧作欄  安全衛生娩刑の一飯改正ならびに陣労  潜水専、■兼減圧、潜函におけるエレ   
価のための疫事的M  研究  も優れたものにするため、減圧嚢別表井  圧環境下における労働は空気呼吸のみ  t理は可㈹となったが、より確実な運用  雀監♯の「漕水士テキスト」イ書気圧作  ベーター使用L混合ガス呼吸、酸素減圧   
壬  l．別表事2．別嚢第3に代わる液圧養の作  しか方法がなく、そのれ．作業圧力ならぴ  を保証するためには当方で定めるガイド  集安全衛生の手引」の全面改定などの  らは♯外では主流になっているが、それ  

成が必暮不可欠である。新しい減圧曇を  こ作暮晴Ⅶlこついて著しい¶隈が加え  ラインとしてのマニュアルに則って実務  捜肘が必書となる．また、かつては存在  らは全て鶉T、民間機闇での開発であ  
作成するのみではなく、安全性向上が十  られているばかりか、■荷の大きい圧気  講書馴練を曝す必事があるバ）暮大水  しなかったレジャーに係わるインストラク  リ、率の施策となることはせ芥で初めて  
分に満足なものであると椎檎できるもの  作業ほどその後の大気圧力下への復帰  深（作業圧力）に見合ったt大作業鱒間  ターなどの新●檀と従来からの作暮ダイ  のことである。また、日本の潜水、圧気  
かどうかについても欧＊のt先珊研究  減圧晴間が轟くなり、作業効辛が低下す  の設定。b）最大水深（作業圧力）に九合っ  バーとは全く■なるヰ性のグループ間明  こ関する安全衛生法規をそのままコピー  
利こ外部騨価してもらい、さらに神足の  るばかりか、濾圧症tl礪の増加という  た呼吸用酸素分圧（混合比事）の設定。  暮、潜水機材やケーソン≠材のtlに  して四の法律として利用している韓Ⅳ、  
必手性があるかどうかの検証も必事で  ■態も生じざるを櫓なかった。本研究戚  c）1回竃の作業に基づくUTPD（肺酸素暮  伴う規則改正が今回行政施策に反映さ  台湾などに与える蘭書は棲く大きいもの  
あろう．   集はヘリウムなどの不活性ガスと酸素濾  性t）の計暮。d）その他、ガイドラインで  れるならば、この歪みも同時lこ是正する  と予測される。これは■rObal8bndardと  

圧を併用することでこれらの間細点を－  ことができる。   成り得る。   
華に解決し、臨床的にもより実用的かつ  
安全稚菓となった。   

労働安全衛生マネソメ  1¢  18  労t】安全  Y ・  本研究雇通じて作成された研捧フロプラ  本研究で開発されたツールを活用して、  本研究に関する研究成果合間発♯会を  0  0  0  0  10  2  0  0  之5   
ムを、主に産業医に向けに、日本産業簡  ■1の労伽衛生書門書がいない中規模  

衛生上のリスク対応に   
公開で開催した ●加看触は約80名で  

生攣会、産業医科大肇、日本量師食事  
必璽なアセスメント  

あり、産業医、労働衛生分野の研究書、  
が開催するさまざまな嶋で実施してい  

ツール雫の開発  
労働安全衛生マネジメントシステムの駿  

る。受講手数は、延べ数として3000名相  
鷹に相当する。   

旺を辛がける監暮機間、労働衛生コンサ  
闇を通じた導入支援の取り絶みを開始し  ルタント讐の出席があった。   
た。  

働く人すへてに過暮労  17  18  働安全  文 数昭  （1）事業所規模に依拠する暮本概念から  鞍当する成井なし   今回ガイドライン専の開発は行っていな  成果は竿術紘への発表の他、成井のHP  2007年2月3日 女性と仕事の未来館に  3  ■  2  2  u  ■  0  0  0   
働対策を含む産業保  衛生総合  労働著Ⅶ人の必書時間を▲礎とした肴  い。   への掲載、事陣のサービスへの応用に  て公開シンポジウムを開催「働く人すべ   
健サービスを提供する   え方への転換、過工労働・メンタルストレ  
ための躊条件の警備  

よる稟鉦を稟軋また、暮事な成集であ  
ス対策、書年齢化、外国人労働肴の増  る高次■M書▼成の暮蔓性について  

に閲する研究  加対策、現在の状況からみての稟勤あ  は、♯外との連携香合めて、書円大筆幌  
るサービスのモデルの捜兼による、サー  の設立などを働きかけるべき、その教書  
ビス櫓蓋の■正は、合理的なサービス  支援機開の嚢爛を含めて、積極的に捷  
へのた化を促す事例檀示として価傭lま  Tしていく予定にしている。   
大きかった。（2）変化する労伽態様への  
企業外労働衛生＊開による人体的対策  
サービスの運菖上の／くランスシートを踏  

まえた研究はこれまで例がなく、労働の  
叫ならびに社食のリスクマネジメントの  
観点からも検証が必暮である。  

暮稟性呼吸♯疾息の  山  18  労≠安全  相潜 押治  塵稟界で生産される多くの吸入性物r  州欄フラークのモテルフイルムの檎射で  本研究の成果を莞覆させることにより、  胸牒プラークのモテルフイルムの散村の  肺甘界測定法を用いることにより、吸入  0  2  2  0  8  3  0  0  5   
予防及びせ鷹t理に  衛生総合  の安全性を騨価するために欄他、動物、  は、積隅慎鮪の石灰化プラークの診断、  rじん蘭書暮ハンドブック」の改打およぴ  作成は有用である。しかし、㈹爛部の非  性物井の安全性絆価法の確立ができ   
関する研究  研究  ヒトの各レベルでの安全性騨価法を開発  障旧性柵織機による胸膜石灰化所見と  じん仰の健ホt理に役立てることが可能  石灰化プラークは｛膿外脂肪組■との  る。また、節電界測定♯tによる扮じん  

し、新たな阿橡診断機♯、肺機能騨価暮  の鑑別は可能である．側州都の非石灰  となる。   t別が離しく、CT写■と組み合わせて縫  作業による儀鷹障書の予断が可能とな  
準Ⅷを用いてじん蘭■震診断手法を遺  化プラークは、CT写1と縮み合わせると  示することにより壌欄しもい教材になる  る。さらに新たな圃橡診断廿絶、肺機能  
切に≠行t絆せする方法を檎肘した。そ  書用である。じん椚せt診断に使用され  と思われる。じん蘭健鷹鯵断に使用され  騨価暮準檀を用いたじん肺償♯診断手  
の緒稟、動物レベルでは、肺ヰ界測定  る州都エックス牡写1は、メーカーごとに  る胸部エックスけ写真は．メーカーごとに  法を確立することにより、我が四のじん  
注が安全性劇価法として■用であった。  遭切なパラメータ条件を設定することに  じん蘭診断の適切な／くラメータ条件を設  肺の健鷹t礫の体系にさらなる零与が  
また臍磁界測定嚢tは．作業現場での  定することによりDR画像に移行できる可  
瀾走が可能であり、鴻樺作■讐における  能性が示唆された。現在使用しているじ  
健ヰ診断／スクリーニング、労働衛生教  ん蘭法の「事しい呼吸★舵陣書の暮準」  
★、れ群れ竹折九の積せ穐壬に利用で  は、日本人のデータに■づく予測式塵用  
きるものと考えられた，   いた暮準に改灯することが可能であると  いた暮埠に改定することが可能であると  

考えられた。  舞えられる。   

天然鉱物中の不純闇  18  18  労≠安全  名古量償士  石綿繹亨予防規則専の一部を改正する  研究テーマから、臨床的職点からの成  本研究の成果は、平成18年8月28日  J椅A1481「建材製品中のアスベスト含  膚生労働省安全衛生部化事物井対策  山  0  0  0  2  0  0  0  u   
としての石川の定1法    衛生総合  省令の施行礪に伴う、不純物として含ま  井は、書いと考える。   に■安化発井0828001号として告示さ  書中測定方法」の改正が現在行われて  鐸に平成18年廣依託事業として8本作   

の蘭集に関する研究  研究  れる天然鉱物中の石綿含書寧測定分葡  れた「天然鉱物中の石綿含書手の分析  おり、改正JISA1481に本研究の成果  集環境測定協会が受けた「天然鉱物中  
こおいて、0．1パーセントまで書鶉寧がさ鶉  方法について」に活かされている。本研  が盛り込まれ、吹き付けバーミキュライト  の石綿の分析について」のホ￥会井料  
定できる方法が必事となったが、天然鉱  究の成1なくして、暮安化発半082800  
鞠中に不純物として含■する石綿の分  1号は考えられない。   用年度も間樺な依託授業があり、全国8  
折方漣については、定められた方法が  カ所で、この成1の講凛食を行う。   
丸かった。そこで、本研究に於いて、天  
然鉱物を0．1†も手で精度良く分析する方  
法を榛肘し、所定の成果を上げることが  
出来た。  
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食品衛生蘭1情報の  1品の安全樺保のための事柄に1拝聞  2  0  0  0      0  0  0   
効率的な活用に闇す  心・安全確  ランス（積権的息書発生動向椚査）を行  
る研究   

わる■及び地方衛研、検疫所、保健所  
保推進研  い、官職れ内で発生している息性下痢症  事が、食品衛生にⅦわる匹内外のt斬  
究   被事実態の推定を行った。受給中や検  什嶋や闇係撫朋の保事情報■を其嘉し  

優美縮率の積年分布を考慮しつつ、散  効率的に活用できる分野積新約なネット  
覚事例息青も含む鞭書有数を推雇した  ワークを構築した。またここで各機関が  
本研究の手法と成果は、世界でもまだ数  作成したデータベースや検索システムな  
少ない食品闇1被書実噂杷攫の試みと  どは行敢対応への活用が期槽できる。  
して、田内外の学会でも書く評価された。  下痢症鳥書実態被書推定に関する研究  
本研究は、より科掌的事実に暮づくリス  は、今後の食品行政lこおける判断や施  
ク分析の枠組みを椎遺するために新た  策の効集を騨価する障に、より科学的事  
な手法を捷叫するものであり、WHOや米  異に暮づく1暮な情報となると事えられ  
四CDCとの四帝共同研究の一翼を担う  る。  
ものでもある。  

いわゆる健贋食品の  8  14  2  0    2  0  0  0   

健オ影■と健廣鞭書  心・安全確  書に関する検肘を自的とした。その緒  
に閲する研究   保推進研  稟、健康食晶による肝陣暮の実態、≠★  

究   因子、診断上の間欄点が明らかになっ  
た。また、健鷹t品の中にはモ薬品と相  
互作用を起こすものがあり医薬品との併  
用には注意が必事、特定保健用土品と  
書えども含まれる成分の中にはカ状に  
影書するものもあり濫用は避けるべきで  
ある、讐の虎夫を得た。限定的ではある  
が、ヒトでの情報を得、健鷹食品ブーム  
の中、実態の把穫と事実監憺の必手  
性、正しく適切な慣嶋棟供と啓t活動の  
王手性専を示唆する成兼が得られた書  
暮は大きい。   きい。  

いわゆる健康食品の  16  18  食品の安  上野川 修一  食品の免疫臍簡作用・アレルギー予防  食品の免疫研節機能、アレルギー予防  口腔の保健に間違してりl品の酸度生  本研究の成井は将宋の特定保健用t  壬品のもつ免疫明断作用は、近年、日  4  田  15  2  156  47  0  0  0   
書劾惟の騨価に間す  心・安全確  作用の騨価法は中綿論文に縄戴される  機能の騨†薗法には、厳密な意味でのヒト  性躊雇システムJに射し、これまで行って  品の物事的な絆価方法として応用される  本食品免疫学嶺、腸内細菌攣金、日本   
る研究  保推進研  客観性を有し、スクリーニングやその作  を対たにした方法の確立が必手で、ヒト  きた情傾性と実用性についての檎肘に  可能性があり、その書味でこれまで特定  1芸化筆会、その他のt晶成分の機能  

究  用1の檎走に書用である。食品の生活  鰐麟における早期の乳児期アレルギー  暮づき．1）農産生性騨価法の実用性向  保健用食品には取り上げられていな  性という観点で注目されており、多くの1  
習慣爛予防勅井の騨価方法は、動物輿  発症の予凱こは臍書血＋桟球を用いた  上のための方策、及び2）将宋における  かった「免疫明断・アレルギー予防」に対  饗免震や開1のシンポジウムが開催さ  
験およぴinvit√OI式験による薬理攣的・架  騨価が書用である可能性がある。t品  畿産生鮮価の位t付けについて、人体  して、より集井的な研究成果が望まれ  れている．生活瞥慣ホ予断に対する食  
霊掌的な騨価法は作用機序の解明には  の生活習慣■予防の評価方法には、ヒ  的檀書を策定した。すなわち」蝿定シス  る。すなわち、本研究でも、動物が食品  晶成分や口腔の保健に対する食品成分  
有効であるものの、ヒトにおける檎旺が  ト書効性試験騨価を併せて行う1手性  テムの実用性向上の万策として、①効率  として摂取した場合でも免疫系が捧飾さ  の勤井も、特定保儀用土品をはじめとす  
あわせて工事である。食品のロ腔にお  ま高いと書えられた。暮晶の口腹内保  性の確保に加え、②情Ⅷ性の確保、及  れることが示されたことや、動物実験や  る様々な市場が形成されている。いずれ  
ける有効性騨価法は、幕石灰化提遺構  健機能騨価浅は、キ石灰化促遺牡能騨  ぴ③公益性の確保が可能な検定騨価事  hviレ0実験だけでないヒト騨価試♯を確  も四民の歓心は高く、世界的にも機能性  
能・口共・食品のう蝕併発性騨価．食品  面、口腔疾患に棚1する口腔微生物の  掃を■門的に行う「酸度生性檎定騨Ⅷ  立することにより、さらに厳密な食品の  食品として将来の点間が注目されてい  
の酸度生檎定システム、口腔疾患価連  騨価が求められる段暗にあると思われ  
微生物検出法が書れ性、幕精度、菓用  る。   
性（容易さ）などから書効な方法である。   

が示唆された。   
食品中のカピーの事  16  柑  食品の安  小西 慶子  我が刃に流通する景虎中の王事カビ暮      これらの椎過は近い将来、トータルアフ  日野機関専にこれらの成果を鞭告する  0  ロ  u  巴  10  4  0  0  山   
性および書下騨価に  心・安全確  を3年間通年で隅董することは今手でに  ラトキシンおよぴデオキシニバレノール、  ことによって、我が即のリスク騨価の手   

関する研究  保推進研  例がなく、書門的に価Ⅷのあるものであ  二／くレノール、オクラトキシン∧の暮準Ⅷ  

究  る。純品ニバレノールの90日Ⅶ事性試麟  策定専の厚生行政施策に反映していく  
も弧内田外ともに初めての知見であり、  予定である。   
筆筒的観点から価Ⅷの布い成果であ  
る。  

竃水産食品中の残留  16  18  食品の安  三森 皿敵  非遺伝霊性舞がん物千に分類される動  本研究戒集は、非遺伝■性寛がん物T  現時点では駿当しない。   食品中に含まれる勤鞠用医藁晶のリス  一般四民への書及・啓発活動として、  山  n  0  0  22  4  0  0  0   

動物用医薬品の安全  心・安全確  袖用医薬品の臭がん機序について捜索  として分積される動物用医薬品において  ク騨価並びにBSE（牛鶉綿状脳症〉に対  2006年魔の兼京■エ大掌科筆技簡欄   

性に蘭する研究  保推進研  し、その－凱こは酸化的ストレス並びに  も、酸化的ストレスを介した遺伝子空■  する安全性確保については、几生労働  （一般公開）において、「食の安全性騨価 

究  酸化的ストレスに起因した二次的なDNA  讐の遺伝■性学的機序が積極的に関与  省薬事・食品衛生雷汁食や内閣府暮晶  臭がん物質の覚がんメカニズムに関す  
損傷による突然変■専が闇与することを  することを示唆するものであり、当概医  安全婁■会によりなされているところで  る研究」と撼し、本研究の技術的側面や  
明らかにした。王に、本研究に用いた網  薬品の安全性幕騨価のみならす今後の  あるが、本研究成集は、これらの騨価機  貪の安全・安心への取り縮みについて発  
羅的遺伝子発現解析、マイクロダイセク  動物用医薬品におけるリスク騨価におい  朋による当概医薬品の再騨価、BS∈安  衰・肘愉を行い、一般用十曹への理解凛  
ション法、卯tdobマウスは、削ヒ的スト  全対策攣の雷托におけるよ礎的★料と  
レスが蘭与する発がん機序の解明に書  しての活用が期待される。   
用であることが示された。また、牛汁楕  
神縫蘭の斡去に関する検討では、その  
尭全除去のための評価墓盤となりうる壬  
礎的データを収♯することが出来た。   
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見事の安全性確保に  18  18  食品の安  安元 健  わが属で出覆する主事暮を富め日成分  二枚員に暮積される貝■は、t成分の  本研究で開発された貝暮の測定方法と  分場研究書は．士風安全李■会かび  主任研究書及び分旭研究書は、2005年  0  0  0  0  5  6  D  0  0   
間する研究  心・安全確  の脂漕性標準事を作製し、新たにLC一  橿爛により麻ヰ性入暮、下痢性人事、榊  して、」C－MS法による楕溶性t群の－  暮・貞然t事■「11¶暮会の書門委■と  11月の事40回書暮微生物書「1部会日  

保推遭研  MSによる脂溶性霊群の一斉分析法を聞  桂性月■、記憶曇失性轟t、アザスピロ  斉分析、蛍光HPしC法による麻痺性貝暮  して、事6匡は晶安全幸■さかび暮・自  米合間食陣（UJNR）において、また、主任  
究  発した。さらに本法の実用性を檎旺し、  酸員事に区分きれている。いすれもマウ  のC群を含めたゴニオトキシン群及びサ  然暮事書門間暮会（平成18年10月30  研究書は2005年12月の環太平洋鳳闘  

■現性、檎暮はのⅡ織性、回収率につ  ス離農内注射による致死暮性を相＃とし  キシトキシン群の一斉分析がある。これ  日（月川＝おいて、「鶉虔自然暮一員t  化竿会主催の筆会PAC肝ICHEM2005  
いて良好な招集を得た。麻痺性員tは、  て定暮されている。マウス法は全ての事  らホ精度分析法は、CODEXから提暮が  監視体制の現状と今挫の聞欄－」の漬  こおける特別シンポジウム「鶉洋暮＝そ  
これまで入手の艶しかったGTX8及び  を穐出し、芯価な牡蓼を必書としない点  予想される低い静蓉≠に対応できる方  観で憶職権供を行い、本研究の目的、  の林道、暮性と檎出」において、さらに分  
GTX5を疇＃した。tO正一ブタノールを内  で優れている。しかし事の檀畑を特定で  法であるが、打外四から平静的旺知を  必手性及び成果の一肌こついて説明し  檀研究者は2006年11月の事10回書暮  
齢礪攣とする定1的NMR法により、布陣  きす、試料調製と相集の判定に長時間  得るための檎旺試♯を実施する必辛が  た。本研究の成果が、今後の魚介類の  微生物lこ閲するシンポジウムにおいて、  
魔の新しい濃度決定法を開発した。手  を書する。手た、動物愛覆の観点から実  ある．そのためには、プロトコルを作成し  自然義に係わる椚壬★料として活用さ  いすれも招待講漬書として本研究の成  
た、蛍光HPLC沫による一斉分析法の確  兼を発表した。   
正に成功した。これまで正確なデータが  
書かったGTX6及びGTX5のマウス霊性  
Ⅷを決走した。   マウス法の代書法となる。   は今後の研究に畢ねることとする。   

含書憎に閲する実♯  
0    0  0  1丁  2  0  0  0   

心・安全確  暮晶中化学物ーの檀   
的研究   保推進研  る上で、十に間鶴になってくるが、実際  

究   の騨価は電撫である。本研究では、複合  
霊性の実態（化学物r間士の反応、代  
納活性化や解暮を介した複合並びに加  
算・相加・相t暮性）や、そのメカニズム  
の一叫を明らかにし、今後複合t書のリ  
スクアセスメントに応用する■合の基礎  
的データを提供した。  

■薬専の一斗基準と  本研餞の平成】6年度の≠告雷におい  
加工食品墓ヰ及び鳥  心・安全確  

2  0  9  0  0    0   
定すると動物薬のⅧに引きずられるこ  て、一陣暮準を0．Olm■／kiと敗走する  

性轟■評価に湘する  保推進研  と、分析法の定1限界からは0．01m■／kg  
研究   

と、分析法が対応できない1薬／食品  
究   を全てで速成することは困難であること  の繊み合わせが多数あることが判明し  

が明らかとなった。墓場仙が設定され  た。それをふまえて、平成11年ヰ月13日  
た加工土晶申の残留■ホについて、  の薬事・食品衛生雷■会食晶衛生分科  
GC／MS及び」C／M引こよる分析法を開業  会■薬・動物用匪ホ晶節会において、分  
した。所長健■・栄■臍暮データから  析法が対応できない♯合には、分析法  
暮1騨価に特化した摂取1データベー  の定1限界をもって一博暮準に代えるこ  
スを作成し、圃場賦♯などからの残留農  とが決定された．以後、そのグループは  
藁濃度とヰけ合わせて、確率輪的アブ  類型6－4と挿されている。  
ローチにより短期摂取暮を推定した。ま  
た、急性参照用tを四静間で比較し、相  
1点を明らかにした。  

訂胃的動向劃許まえ  10  18  食品の安  佐靡 恭子  品目によって世界的に共なる●靡剛Rが  本研項で得られた標準刑よ事8版書晶  事料化合物の生産使用t・摂取1及び  0  2  0  0  2  2  0  4  0   
た食品添加物の規楕  lい安全籠  使われている場合があり、その押包を解  添加物公定暮響の●l和Rとされた。ま  自主規格については、日本番料工業会   
の向上に関する調査  保推進研  明した。NMRを応用した規格賦麟法を確  た、生産t統計を暮にした食品添加物  

研究  究  正した。次亜壌兼酸ナトリウムによる綬  の摂取tの推定緒井は、食品添加物の  
萄処理の璃事生成物を明らかにした。こ  摂取■の●肴Ⅷとして■牡会■料零に  
れらは、1R測定法の向上、NMRの応用  用いられ、J【CFAでも活用されている．  
範匪の拡大、次亜壌薫酸ナトリウムによ  讐料化合物の生産使用1・摂取暮につ  
る殺t処理の5｛暮生成柑こⅦする知見  いては、JECFAにおける雷料化合物の  
の集積に役立つ。  安全性騨価の際に我が鴎の情報として  

提供される。   

ウイルス性食中■の  田  18  書品の貿  ユ＝＝ ■・■  わが電の優常人におけるA型肝炎ウイ  RT一山MP溝によるA聖肝炎ウイルス遭  研究明で作成したリスクフロファイルが、  本研餞朋での研究措果に暮つき、一書内  ノロウイルスGI…がわが平における息  16  23  10  山  ロ  5  0  3  0   

予l折lこ関する研究  心・安全石l  ルス抗体保書状爛を年齢別に測定し、  伝子機出浅を確立し、新たな迅速技術と  平成柑年8月11日に開催された食品安  を介するE型肝炎ウイルス感染事例につ  性■嬢炎大流行の主♯な遺伝子型であ  
保推進研  抗体陰性辛が竃年確実に増加側にシフ  して応用値可能にした。ブタに加え野生  全幸■食、微生物（書18回）・ウイルス  いて（E型肝炎Q＆A）」（平成用摩12月  る。ターゲットをGu／4に絞った迅速診断  
究  卜していることを明らかにした。野生イノ  イノシシがわが皿におけるE型肝炎ウイ  （書11匝）合間書門間t会において、力  改定）、およぴ「ノロウイルスに関するQ  k藁の開発、およびワクチン開発が必凛  

シシから初めてE聖肝炎遺伝子を捜出す  ルスの王事なリザーバーであることが明  キを王とするこ枚貝中のノロウイルス、  ＆A（t終改定：平成1⊆l年3月7日）」の  である。  
るとともに、牙生イノシシからヒトヘの正  
維伝禰を旺明し、リザーバーとしての野  
生イノシシの役割を明らかにした。23穐、  
ほ遺伝子型のノロウイルス∨しPを作出  
し、それらの纂力価血清との交蓋血清反  
応から各々の∨しPの抗慣性を明らかにし  
た。   が効果的な積出浅であることが明らかに  

なった。   
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